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１ 地域クラブ活動の参加について以下の細則を設ける。 

(1)都道府県中体連に登録し、参加を認められていること。 

① 団体戦については、「地域移行モデル地区や自治体主導で 

 地域移行を進めるために発足した地域クラブ活動」、又は「地 

 域移行の受け皿となっているクラブ活動」とする。 

② 個人戦については、所属する地域クラブ活動からの参加と  

 する。 

③ 参加の許可については、都道府県中体連及び都道府県中体 

連剣道専門部が確認を行い判断する。 

(2) 所属する地域クラブ活動が登録する所在地の地区中体連の

予選会から参加する。 

(3) 監督は、地域クラブ活動の指導者とする。 

(4) 年度当初に所属中学校もしくは地域クラブ活動のどちらか

ら参加するかを申告する。期間は１年とし、毎年更新する。年

度途中で変更することは認めない。 

(5) ３年間同一団体から出場することが望ましい。 

(6) 団体戦・個人戦ともに同一団体からの出場とする。（例えば、

団体戦は学校から、個人戦は地域クラブ活動からという参加は

認めない。） 

(7) 地域クラブ活動からの出場は、団体戦については１団体１チ 

ームのみとし、同一団体から複数チームの参加はできない。個 

人戦の１団体の出場枠は各大会の規程による。 

２ その他 

(1) 上記細則は、令和７年度の規程とし、以降修正を加えること 

ができる。 


